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企業版ふるさと納税に係る感謝状贈呈について

KJ00467462
2025年6月10日

企業版ふるさと納税を寄附いただいた企業(M-SOLUTIONS株式会社、
３６０万円寄附)に対して感謝状を贈呈する。

日時：令和７年６月２４日（火）１１：００～　１５分程度
場所：旭川市役所総合庁舎７階　秘書課第１応接室
企業側出席者：
　代表取締役社長CEO　植草 学　様、
　プロダクト本部　副本部長　一色 恭輔　様、
　プロダクトサービス部　シニアエンジニア　森 晴彦　様
市側出席者：
　今津市長、浅利部長（行財政改革推進部）、
　梶山課長（行政改革課）

令和7年6月24日 11時00分　～



行財政改革推進部行政改革課 

 

感謝状贈呈式 M-SOLUTIONS 株式会社 

 

■ 日時：令和７年６月２４日（火）１１:００～ 

■ 場所：秘書課第１応接室 

■ 来訪者：M-SOLUTIONS 株式会社 

代表取締役社長 CEO 植草 学（ウエクサ マナブ）様 

プロダクト本部 副本部長 一色 恭輔（イッシキ キョウスケ）様 

プロダクトサービス部 シニアエンジニア 森 晴彦（モリ ハルヒコ）様 

 

■ M-SOLUTIONS 株式会社概要 

・所在地 

（本社）東京都新宿区新宿 6-27-30 新宿イーストサイドスクエア 17 階 

（旭川開発センター）旭川市緑が丘東 1 条 3 丁目 1−6 旭川リサーチセンター 

・主な事業：Web システムまたはスマートデバイス向けアプリ構築、 

スマートデバイス向け自社サービスの開発・販売 

 

■ 市側対応者  

今津市長、浅利部長（行財政改革推進部）、梶山課長（行政改革課） 

 

■ 寄附概要 企業版ふるさと納税 

・寄附の趣旨： 

平成２８年度に、本市の企業誘致活動を受けて旭川リサーチセンター内に開発セ

ンターを開所。その後、ノーコード・ローコードツール（kintone）に係る情報交換

の機会が増えたことにより、本市に地域貢献したいという思いから、人材派遣型を

活用した企業版ふるさと納税を寄附。 

・寄附金額：3,600,000 円 

・寄附納入日：令和７年４月１０日 

・人材派遣型の活用： 

当該企業から社員（森 晴彦氏）を派遣し、本市で会計年度任用職員として採用。

派遣された人材の人件費を企業版ふるさと納税として寄附。令和７年度１年間の採

用としており、kintone アプリ開発支援に従事。 

 

■これまでの寄附実績 

企業版ふるさと納税の寄附実績なし（今回が初めての寄附）。 

 

■本市との関わり 

・平成２８年度に、本市の企業誘致活動を受けて、当該企業が旭川リサーチセン

ター内に開発センターを開所。当初 5 名から開始し現在 10 名在籍。 

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/500/501/503/601/d056393.html 

https://www.hataraku-asahikawa.jp/portfolio/m-

solutions%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE/ 

・令和５年度に参加した kintone のイベントをきっかけに、継続的に当該企業と

ノーコード・ローコードツールに係る情報交換を行う。 

・令和６年度に、保健予防課において kintone アプリ開発に係る契約を締結。 

 

■その他 

・目録なし。 

・企業版ふるさと納税人材派遣型の制度概要は別添のとおり。 

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/500/501/503/601/d056393.html
https://www.hataraku-asahikawa.jp/portfolio/m-solutions%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE/
https://www.hataraku-asahikawa.jp/portfolio/m-solutions%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE/


① 人 件 費 を 含 む 事 業 費 へ の
企業版ふるさと納税に係る寄附

地方公共団体 企業

企業が所在する地方公共団体
(法人住民税・法人事業税)

③税額控除

②人材の派遣

プロジェクトの実施を支援

企業版ふるさと納税の仕組みを活用して、専門的知識・ノウハウを有する企業の人材の地方公共団体等への

派遣を促進することを通じて、地方創生のより一層の充実・強化を図る

企業版ふるさと納税（人材派遣型）

地方公共団体のメリット 企業のメリット

○ 専門的知識・ノウハウを有する人材が、寄附活用事業・プロジェクトに

従事することで、地方創生の取組をより一層充実・強化することができる

○ 実質的に人件費を負担することなく、人材を受け入れることができる

○ 関係人口の創出・拡大も期待できる

○ 派遣した人材の人件費相当額を含む事業費への寄附により、当該

経費の最大約９割に相当する税の軽減を受けることができる

○ 寄附による金銭的な支援のみならず、事業の企画・実施に派遣人材

が参画し、企業のノウハウの活用による地域貢献がしやすくなる

○ 人材育成の機会として活用することができる

○ 企業版ふるさと納税（人材派遣型）の基本スキーム

企業版ふるさと納税（人材派遣型）とは、企業から企業版ふるさと納税に係る寄附があった年度に、当該企業の人材が、寄附活用事業に従事する地方

公共団体の職員として任用される場合のほか、地域活性化事業を行う団体等であって、寄附活用事業に関与するものにおいて採用される場合をいう

○ 活用にあたっての留意事項

・ 地方公共団体は寄附企業の人材を受け入れること及び当該人材の受入期間を対外的に

明らかにすることにより透明性を確保

・ 寄附企業への経済的利益供与の禁止や、地域再生計画に記載する効果検証の実施に留意 など

(例)1,000万円寄附すると、最大約900万円の法人関係税が軽減

（参考）企業版ふるさと納税

国(法人税)

令和２年10月13日創設

・派遣者 １５７名

・活用団体 １１９団体
※内閣府の調査結果による

 ※派遣者、活用団体は延べ数

活用実績（令和６年４月１日時点）



企業版ふるさと納税（人材派遣型）活用事例①

○ 地球温暖化対策を推進するため、カーボンニュートラルのノウハウを有する電力会社の社
員を派遣するとともに、包括連携協定の締結を実施。

○ 派遣人材は、電力会社の知見を活かし、県内企業等の省エネ及びエネルギーシフトの検討
支援に加え、県有施設の再エネ導入等に従事し、官民一体で脱炭素社会の実現に取り組む。

〇 派遣開始前からそれぞれの事業担当課が協議を重ねるとともに、連携による取組を積極的
に情報発信することで、他の自治体等への横展開にも貢献している。

リコージャパン株式会社 ⇒ 奈良県葛城市（DX推進事業）

ＤＸ伴走支援の様子

九州電力株式会社 ⇒ 熊本県（地球温暖化対策事業）

第一生命保険株式会社 ⇒ 群馬県、徳島県、埼玉県川越市 他

○ 保険領域にとどまらない体験価値の提供を通じて、持続的社会の実現に貢献していくこと
を目指し、企業版ふるさと納税を通じた地域の課題解決への貢献を推進。

○ 企業版ふるさと納税（人材派遣型）により50団体以上に社員を派遣し、派遣された人材は
グリーンツーリズムやスマートウエルネスシティの推進、移住促進など幅広い分野に従事。
派遣にあたっては、ミスマッチが生じないよう、自治体との意見交換を積極的に実施。

○ 長年にわたり「庁内業務の改革」や「地域課題の解決」を目指して一緒に活動を行ってお
り、連携協定を基にした双方の積極的なアプローチにより、スマート自治体の実現に向けた
人材派遣を実施。

○ 派遣された人材（ＳＥ）が中心となり、同市のＤＸ推進の一環として、住民サービス改革
及び庁内業務改革のためのアプリ（15個）を開発。オンライン手続きによる住民サービスの
向上や、業務プロセス効率化等の庁内業務の改善をはじめ、ＤＸ推進の取組が大きな成果を
挙げた。

人材派遣に係る協定式
（川越市）

県有施設のエネルギーシフト
（派遣元企業による調査）



企業版ふるさと納税（人材派遣型）活用事例②

両備ホールディングス株式会社 ⇒ 岡山県真庭市（観光振興事業）

○ 企業版ふるさと納税（人材派遣型）の仕組みを全国で初めて活用。観光分野の専門ノウハ
ウを有する派遣人材が、コロナ禍における新たな観光振興政策の企画に従事。

○ 新たな観光振興政策を検討する際、専門的視点を盛り込むことができるようになり、観光
分野の体制強化につなげている。これまで推進してきた「観光地域づくり」に民間の視点を
活かすことで、地方創生の一層の充実・深化や、自治体と企業のＰＲにつながっている。

©Kawasumi-Kobayashi Kenji Photograph Office

観光文化発信拠点
「GREENable HIRUZEN」

(株)宮崎太陽銀行 ⇒ 奥霧島地域商社ツナガルたかはる(株)（官民連携産業創出事業）

○ 高原町、(株)宮崎太陽銀行、(株)宮崎太陽キャピタル、奥霧島地域商社ツナガルたかはる
(株)との４者連携協定を締結し、企業版ふるさと納税（人材派遣型）を活用した官民連携プ
ロジェクトを実施。

○ 企業戦略マネージャーとして地域商社に派遣された人材が、民間の専門的知識やノウハウ
を活かして、地域商社の運営支援（経理、総務などの会社基盤構築等）や地域資源を生かし
た新商品開発、観光資源を生かした収益モデル構築等の業務に従事することで、地域商社の
安定的な運営や発展に結び付いている 。

〇 現在は、ゼネラルマネージャーとして地域商社全体を統括し、併せて地域各団体との調整
役も担っている。

人材派遣に係る連携協定式

リングロー株式会社 ⇒ 山形県舟形町（デジタルファースト推進事業）

○ 廃校活用事業を契機に包括連携協定を締結し、より一層広範な連携のため人材派遣を実施。

○ 派遣人材は、IT企業のノウハウを活かし、町デジタル活用支援員としてデジタルファース
ト推進室に従事し、庁内のデジタル化や町民のITリテラシーの向上に貢献。「誰一人取り残
されない」社会を実現するため、デジタル人材の育成や町民のデジタルデバイド解消に向け
た環境整備を積極的に実施。 包括連携協定式
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